
R6前期５・６年アンケート結果

①学校で学んだ知識（ちしき）ややり方などはよく思い出せるし、他の教科や生活の中でつ

かうことができます。

②相手（あいて）によって話し方を変え、相手にわかりやすいように順序を考えたり、人に

伝えたりできます。

③教科書や資料（しりょう）、身近な説明書（せつめいしょ）に書いてあることは意味もよくわ

かります。自分の考えをもつときは、本やインターネットで調べた複数（ふくすう：いくつか）

の資料から考えます。



④問題を見つけたり、調べる方法や解決方法を考えたり、予定を立てたりして、問題を解

決できるようにしています。

⑤教科書や資料（しりょう）、表やグラフ、友達の意見や自分の体験（たいけん）などがつな

がって、新しい見方や考え方になることがあります。

⑥学習したことと自然教室や修学旅行で、見たり聞いたり体験したりしたこととのつながり

がよくわかります。



⑦相手に伝える内容を意識（いしき）して話したり、書いたりしています。絵や図や表を入れ

たり、GIGAたんまつなどを使って伝えたりできます。

⑧興味（きょうみ）のあることやわからないことを調べる方法を思いつき、時間がたってから

もおぼえていたり、わかるまで調べたりしています。

⑨じょうぶな体をつくれるように運動したり、よく食べたり、よく寝たり、病気にならないように

健康（けんこう）に気をつけています。



⑩一人でいるときに水害（すいがい）や火事や地震があっても、どうしたらいいかわかるし、

できる範囲（はんい）でまわりの人を助けることもできます。

⑪学習でも生活でも、目標（もくひょう）を考えてまわりの人と協力（きょうりょく）し、自分の

役割（やくわり）を最後までやります。

⑫相手の気持ちを考え、自分やまわりが気持ちよくいられるような言動をしています。なじ

みのない人にもあいさつしたり、困（こま）っていると気づいた時は、助（たす）けようとしてい

ます。



⑬初めて会う人やふだん遊ばない友だち、他学年の人とも、話したり、活動したりできま

す。どんな人にも同じように接（せっ）しています。


